
学 園 だ よ り（1） 平成29年9月15日 第167号

愛 知 工 業 大 学

愛知工業大学情報電子専門学校

愛 知 工 業 大 学 名 電 高 校

愛 知 工 業 大 学 附 属 中 学 校

目次：

発行所

名古屋電気学園

〒 470-0392　　　　　　

豊田市八草町八千草 1247

　　　 ℡ (0565)48-8177

愛
知
工
業
大
学
附
属
中
学
校

の
校
名
が
、
平
成
三
十
年
度
か

ら
「
愛
知
工
業
大
学
名
電
中
学

校
」
に
変
わ
り
ま
す
。
名
古
屋

電
気
学
園
理
事
会
で
決
定
し
、

中
高
一
体
の
教
育
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

附
属
中
学

校
は
、
名
電

高
等
学
校
中

高
一
貫
コ
ー

ス
と
の
六
年

一
貫
教
育
の

も
と
、
学
習

面
や
学
校
行

事
、
部
活
動

面
で
生
徒
一

人
一
人
の
持

ち
味
や
良
い

と
こ
ろ
を

生
か
し
、
そ

の
個
性
を
さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と

に
よ
り
、
将
来
、
社
会
の
第
一

線
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な

人
間
力
の
育
成
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
た

め
、
学
園
の
中
学
・
高
校
・
大

来春から校名を一新する中学校

平成三十年度から「愛知工業大学名電中学校」

で中高一体に

学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
役
割

を
生
か
し
合
い
、
相
互
の
連
携

を
よ
り
深
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

附
属
中
学
校
は
昭
和
二
十
二

年
（
一
九
四
七
年
）
に
「
名
古

屋
電
気
中
学
校
」（
翌
年
に
「
名

電
中
学
校
」

と
改
称
）
と

し
て
開
設
さ

れ
て
以
来
、

今
日
ま
で

七
十
年
の
歴

史
を
刻
ん
で

い
ま
す
。
岩

間
博
校
長
は

「
節
目
の
時

を
新
た
な
時

代
に
即
し
た

学
校
づ
く
り

の
契
機
と
す

る
た
め
、
中
学
と
高
校
が
『
愛

工
大
名
電
（M

eiden

）』
の
名

の
も
と
に
一
体
と
な
っ
て
、
さ

ら
に
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た

学
校
と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
す
。

　学園は七月四日、愛知工業大学名誉教授の称号を江口一彦氏（元工学部電気学科教授）、
戸伏壽昭氏（元工学部機械学科教授）、石垣尚男氏（元経営学部経営学科教授）、鬼頭繁
治氏（元情報科学部情報科学科教授）の四氏に贈り、本学に対する顕著な功績を称えま
した。名誉教授となられた方々は累計で七十八人となりました。

江口 一彦 氏 戸伏 壽昭 氏

石垣 尚男 氏 鬼頭 繁治 氏

祝福の挨拶をする
後藤泰之理事長

　

称
号
授
与
式
は
、
学
園
と
大

学
の
幹
部
が
出
席
し
て
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
棟
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
後
藤
泰
之
理
事
長
が

一
人
ひ
と
り
に
名
誉
教
授
の
辞

令
書
を
手
渡
し
た
後
、
挨
拶
で

「
学
園
が
大
き
く
変
わ
る
時
代

に
、
皆
様
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
」
と
各
氏
の
業
績
・
活

動
を
ね
ぎ
ら
い
、「
新
た
な
視

点
か
ら
愛
知
工
業
大
学
に
ご
助

言
を
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
、

四
氏
が
一
人
ず
つ
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
、
こ
の
後
の
懇
談
で
和

や
か
に
近
況
な
ど
を
語
り
合
い

ま
し
た
。

四氏に名誉教授の称号を授与

中高が卓球制覇

ロボカップに参加

工大サミット開く

就職の強さ今年も

オープンキャンパス

インタハイで活躍

最多 40 回目の全国

２
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「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
７
名
古
屋
世
界
大
会
」
に
参
加

た
。
最
後
は
主
将
の
横
谷
晟
選

手
（
三
年
）
が
序
盤
か
ら
相
手

を
圧
倒
し
、
気
迫
の
プ
レ
ー
で

チ
ー
ム
を
五
連
覇
に
導
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
個
人
戦
で
は
曽
根
選

手
が
準
優
勝
、
谷
垣
佑
真
選
手

（
二
年
）
と
鈴
木
颯
選
手
（
一

年
）
が
三
位
、
横
谷
選
手
が
ベ

ス
ト
８
入
り
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　

同
部
の
真
田
浩
二
監
督
は

「
個
人
戦
ベ
ス
ト
８
決
定
の
際
、

四
人
が
接
戦
で
敗
れ
ま
し
た
。

ベ
ス
ト
８
独
占
も
実
現
す
る
か

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
逆
に
負
け

て
課
題
が
明
確
に
な
り
ま
し

た
。
勝
っ
て
い
た
ら
、
喜
ん
で

帰
っ
て
終
わ
り
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
次
へ
ス
テ
ッ
プ
す
る
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
が
分
か
っ

た
の
で
、
選
手
と
と
も
に
、
終

わ
っ
て
す
ぐ
に
前
向
き
に
な
れ

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

中
学
卓
球
部
も
全
中
五
連
覇
、
全
国
大
会
十
連
勝

　

附
属
中
学
卓
球
部
は
大
分

県
別
府
市
で
八
月
二
十
二
～

二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
全
国
中

学
校
卓
球
大
会
で
、
団
体
戦
五

連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。
通
算

十
一
回
目
の
全
中
優
勝
で
、
春

の
選
抜
と
合
わ
せ
る
と
全
国
大

会
十
連
勝
と
な
り
ま
し
た
。

団
体
戦
の
決
勝
で
は
昨
年
と

同
じ
相
手
の
野
田
学
園
（
山
口

県
）
と
対
戦
し
ま
し
た
。
一
番

の
篠
塚
大
登
選
手
（
二
年
）
と

二
番
の
曽
根
翔
選
手
（
三
年
）

が
連
勝
し
て
優
勝
に
王
手
を
か

け
ま
し
た
が
、
接
戦
と
な
っ
た

三
番
ダ
ブ
ル
ス
と
四
番
シ
ン
グ

ル
ス
を
と
も
に
落
と
し
ま
し

　

愛
工
大
名
電
高
校
卓
球
部

が
、
今
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

も
学
校
対
抗
・
シ
ン
グ
ル
ス
・

ダ
ブ
ル
ス
の
全
種
目
で
優
勝
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
完
全
制
覇
は
昨
夏
に
続
い

て
二
年
連
続
。
さ
ら
に
主
将
の

木
造
勇
人
選
手
（
三
年
）
は
、

名
電
と
し
て
一
九
六
八
年
の
内

藤
良
司
選
手
以
来
四
十
九
年
ぶ

り
と
な
る
高
校
三
冠
（
全
種
目

優
勝
）を
達
成
し
ま
し
た
。〝
卓

球
名
電
〟の
輝
か
し
い
歴
史
に
、

ま
た
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
が
加
わ

り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
卓
球
競
技
は

七
月
二
十
九
日
～
八
月
二
日
に

福
島
県
の
郡
山
総
合
体
育
館
で

開
か
れ
、
学
校
対
抗
の
決

勝
は
遊
学
館
（
石
川
県
）

と
の
対
戦
に
な
り
ま
し

た
。
一
番
の
宮
本
春
樹
選

手
（
三
年
）
は
１
―
２
と

相
手
に
リ
ー
ド
を
許
し
た

も
の
の
、
第
四
ゲ
ー
ム
か

ら
粘
り
を
み
せ
て
逆
転
勝

利
。
続
く
二
番
シ
ン
グ
ル

ス
も
、
三
番
ダ
ブ
ル
ス
ま

で
連
続
で
戦
う
木
造
選
手

が
「
あ
と
は
自
分
が
全
部

勝
つ
」
の
気
迫
で
臨
み
、

３
―
０
で
完
勝
し
ま
し

た
。
優
勝
に
王
手
を
か
け

た
ダ
ブ
ル
ス
は
、
木
造
・
髙
見

真
己
選
手
（
三
年
）
ペ
ア
が
粘

る
相
手
を
３
―
１
で
振
り
切
り

ま
し
た
。

　

シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
は
、
準
々

決
勝
で
髙
見
選
手
、
準
決
勝
で

田
中
佑
汰
選
手
（
二
年
）
の
名

電
勢
を
連
破
し
た
野
田
学
園

（
山
口
県
）
の
戸
上
隼
輔
選
手

と
木
造
選
手
の
対
戦
に
な
り
ま

し
た
。
第
一
ゲ
ー
ム
か
ら
競
り

合
う
展
開
と
な
り
、
こ
こ
一
番

で
強
さ
を
発
揮
し
た
木
造
選
手

が
３
―
１
で
勝
っ
て
二
年
連
続

で
高
校
生
の
頂
点
に
立
ち
ま
し

た
。

　

ダ
ブ
ル
ス
の
決
勝
は
、
三
年

生
の
木
造
・
髙
見
ペ
ア
と
、
二

年
生
の
田
中
・
一
年
生
の
加
山

裕
選
手
の
ペ
ア
に
よ
る
名
電
同

昨年に続き完全制覇を成し遂げた高校卓球部
　　　　　　　　　　（写真提供 ： ニッタクニュース）

三冠を達成した木造勇人主将
（写真提供 ： ニッタクニュース）

高
校
卓
球
部
が
二
年
連
続
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
完
全
制
覇　

木
造
選
手
は
高
校
三
冠

士
の
対
戦
に
な
り
ま
し
た
。
田

中
選
手
は
昨
夏
は
髙
見
選
手
と

組
ん
で
ダ
ブ
ル
ス
を
制
し

て
お
り
、
連
覇
を
目
指
し

て
加
山
選
手
と
果
敢
に
攻

め
ま
し
た
が
、
木
造
・
髙

見
ペ
ア
が
先
輩
の
意
地
を

見
せ
て
３
―
１
で
優
勝
を

収
め
ま
し
た
。

　

高
校
卓
球
部
は
、
春
の

選
抜
と
合
わ
せ
、
こ
れ
で

全
国
大
会
四
連
勝
。
今
枝
一
郎

監
督
は
「
こ
れ
ま
で
で
一
番
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
た
大
会
で

し
た
。
学
校
対
抗
は
後
半
勝
負

の
オ
ー
ダ
ー
を
組
ん
だ
遊
学
館

に
対
し
、
カ
ギ
を
握
る
一
番
の

宮
本
が
素
晴
ら
し
い
逆
転
勝
利

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
、

一
回
戦
か
ら
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝

ち
あ
が
っ
て
き
た
中
で
唯
一
の

黒
星
と
な
っ
た
準
々
決
勝
で
の

木
造
の
敗
戦
に
よ
り
、
チ
ー
ム

の
団
結
が
強
ま
っ
た
側
面
も
あ

り
ま
し
た
。
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態

で
戦
い
な
が
ら
最
高
の
結
果
を

出
し
た
木
造
を
は
じ
め
、
選
手

た
ち
は
皆
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
、

本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

全中五連覇を飾った附属中卓球部
　　 （写真提供 ： ニッタクニュース）
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ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
を
主

会
場
に
七
月
二
十
七
～
三
十
日

の
四
日
間
に
わ
た
っ
て
繰
り

広
げ
ら
れ
た
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ

２
０
１
７
名
古
屋
世
界
大
会
」

で
は
、
本
学
の
教
員
・
学
生
た

ち
が
競
技
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
た
ほ
か
、
運
営
面
で
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
競
技
に
参
加
し
た

チ
ー
ム
は
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ

ッ
ト
リ
ー
グ
のAIT Pickers

（
機
械
学
科
奥
川
雅
之
研
究

室
）
と
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
リ
ー
グ
のN

AITO
_

Rescue

（
情
報
科
学
科
伊
藤

暢
浩
研
究
室
）。
さ
ら
に
レ
ス

キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
リ
ー
グ
の
メ

ジ
ャ
ー
部
門
と
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

の
橋
渡
し
と
な
る
競
技
と
し
て

初
開
催
さ
れ
た
ラ
ピ
ッ
ド
リ
ー

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
ー
ド
ロ
ボ

ッ
ト
競
技
に
も
一
チ
ー
ム
が
出

場
し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、

試
験
期
間
と
大
会
が
重
な
る
不

運
も
あ
っ
て
狙
い
通
り
の
結
果

を
出
す
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
各
国
の
強
豪
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
と
研
究
に
取
り
組
む
姿

勢
に
刺
激
を
受
け
た
様
子
で
し

た
。

　

大
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
・
産
業
フ
ェ
ア
」

に
「
愛
知
工
業
大
学
ロ
ボ
ッ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
学
生
た
ち
が
Ａ

Ｉ
Ｔ
鉄
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
古

橋
秀
夫
研
究
室
（
電
気
学
科
）、

内
田
敬
久
研
究
室
（
機
械
学

科
）
の
研
究
成
果
の
説
明
に
当

た
り
ま
し
た
。
会
場
内
で

は
水
野
慎
士
研
究
室
（
情

報
科
学
科
）
に
よ
る
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ン
テ
ン

ツ
「
お
絵
描
き
ス
ト
リ
ー

ト
」
の
デ
モ
展
示
や
、
客

員
教
授
・
九
代
玉
屋
庄
兵

衛
氏
に
よ
る
か
ら
く
り
人

形
実
演
も
あ
り
、
夏
休
み

の
親
子
連
れ
ら
の
人
気
を

集
め
ま
し
た
。

　

ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
７

名
古
屋
世
界
大
会
で
は
、

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
２
０
１
７
名
古
屋
世
界
大
会
」
に
参
加

機
械
学
科
の
奥
川
雅
之
教
授
、

情
報
科
学
科
の
伊
藤
暢
浩
教

授
と
水
野
勝
教
教
授
が
開
催

委
員
会
競
技
専
門
部
会
に
参

加
。
約
四
十
の
国
・
地
域
か
ら

三
百
八
十
八
チ
ー
ム
が
集
い
、

約
十
三
万
人
が
来
場
し
た
大
会

の
成
功
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
七
月
三
十
一
日

に
愛
知
大
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
ロ
ボ
カ
ッ
プ

の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、

本
学
・
愛
知
大
学
・
理
化
学
研

究
所
が
協
同
で
進
め
た
「
災
害

救
助
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
研

究
・
開
発
の
効
率
化
を
実
現
す

る
シ
ス
テ
ム
」
に
関
す
る
研
究

が
採
択
さ
れ
、
本
学
大
学
院
経

営
情
報
科
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
二
年
の
鷹
見
峻
希
さ
ん
が

口
頭
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

競技に取り組む AIT Pickers

愛工大ロボットミュージアムのブース人気を集めた 「お絵描きストリート」

国際シンポジウムで発表する
鷹見峻希さん

Ａ
Ｉ
テ
ー
マ
に
テ
ク
ノ
サ
ロ
ン

　

大
学
総
合
技
術
研
究
所
は
七

月
二
十
一
日
、
Ａ
Ｉ
Ｔ
テ
ク
ノ

サ
ロ
ン
を
研
究
所
内
の
視
聴
覚

室
で
開
き
ま
し
た
。
九
回
目
の

今
年
は
「
情
報
科
学
と
Ａ
Ｉ
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
情
報
科
学
科

の
三
教
授
が
最
新
の
話
題
を
提

供
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
企
業
経
営
者
ら
約

四
十
人
が
参
加
し
、
初
め
に
鈴

置
保
雄
所
長
が
企
業
・
大
学
の

双
方
向
の
連
携
の
発
展
を
願
っ

て
挨
拶
し
ま
し
た
。

一
件
目
の
話
題
は
、
伊
藤
雅

教
授
に
よ
る
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

囲
碁
の
最
前
線
」。
グ
ー
グ
ル

傘
下
の
英
国
デ
ィ
ー
プ
マ
イ
ン

ド
社
が
開
発
し
た
囲
碁
Ａ
Ｉ
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
「
ア
ル
フ
ァ
碁
」

に
つ
い
て
、
動
作
原
理
の
基
本

を
解
説
し
ま
し
た
。
続
い
て
鈴

木
晋
教
授
が
「
自
然
言
語
処
理

と
情
報
検
索
」
と
題
し
、
自
然

言
語
処
理
の
基
本
的
技
術
と
、

そ
の
応
用
と
な
る
質
問
応
答
シ

ス
テ
ム
、
ウ
ェ
ブ
検
索
シ
ス
テ

ム
の
仕
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。
最
後
に
伊
藤
暢
浩
教
授

が
「
人
工
知
能
と
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
Ｃ

ｕ
ｐ
」
と
題
し
、
人
工
知
能
技

術
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
り
七
月
二
十
七
～

三
十
日
に
名
古
屋
市
で
世
界
大

会
が
開
催
さ
れ
る
ロ
ボ
カ
ッ
プ

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

人
工
知
能
の
可
能
性
に
熱
心

に
聴
き
入
っ
た
参
加
者
は
、
講

演
終
了
後
の
交
流
サ
ロ
ン
で
、

軽
食
を
と
り
な
が
ら
和
や
か
に

意
見
交
換
し
ま
し
た
。  

質疑応答も活発に行われた
AIT テクノサロン



学 園 だ よ り 平成29年9月15日 （4）第167号

第
一
回
工
大
サ
ミ
ッ
ト
開
く

本
学
を
含
む
私
立
五
工
大

（
愛
知
工
業
大
学
、
大
阪
工
業

大
学
、
芝
浦
工
業
大
学
、
広
島

工
業
大
学
、
福
岡
工
業
大
学
）

が
連
携
す
る
「
工
大
サ
ミ
ッ

ト
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト

と
な
る
「
第
一
回
工
大
サ
ミ
ッ

ト
」（
文
部
科
学
省
、
経
済
産

業
省
、
大
阪
府
ほ
か
後
援
）
が

六
月
二
十
四
日
、
大
阪
工
業
大

学
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｏ
Ｉ
Ｔ
梅

田
タ
ワ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

各
大
学
の
学
長
ら
が
出
席

し
、
本
学
か
ら
は
後
藤
泰
之
学

長
の
代
理
と
し
て
曽
我
部
博
之

副
学
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
各

学
長
ら
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
曽
我
部

副
学
長
が
「
各
大
学
の
人
的
・

物
的
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、

国
際
社
会
で
通
用
す
る
工
学
知

識
を
持
っ
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
創
造
で
き
る
人
材
育
成
に

寄
与
し
た
い
」
と
サ
ミ
ッ
ト
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
話

し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技

術
革
新
）
を
起
こ
す
人
材
の

育
成
が
中
心
的
な
議
題
と
な

り
、
曽
我
部
副
学
長
は
本
学
で

二
〇
〇
九
年
と
二
〇
一
四
年
に

学
生
主
体
で
取
り
組
ん
だ
映
画

製
作
を
例
に
挙
げ
て
「
宣
伝
用

の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
劇
中
の
Ｃ

Ｇ
作
成
な
ど
を
通
じ
、
学
生
た

ち
は
世
の
中
に
提
供
す
る
作
品

を
作
る
こ
と
の
難
し
さ
を
知

り
、
現
実
の
社
会
で
工
学
や
技

術
が
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
、

展
開
さ
れ
る
か
を
実
感
で
き

た
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。
出

席
者
か
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
目
指
す
学
生
・
教
員
同
士
の

交
流
を
求
め
る
声
も
出
さ
れ
、

活
発
に
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
高
校
・
大
学
や
企

業
の
関
係
者
ら
約
四
百
人
が
訪

れ
、
参
加
し
た
高
校
生
ら
か
ら

魅
力
あ
る
工
科
系
の
授
業
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

五工大の学長らによるパネルディスカッション

夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
最
多
の
五
四
七
三
人

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究

十
六
件
の
成
果
を
報
告

　

第
十
一
回
目
と
な
る
愛
知
工

業
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
平
成

二
十
八
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共

同
研
究
成
果
報
告
）
が
六
月

十
六
日
、
総
合
技
術
研
究
所
視

聴
覚
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
産

学
連
携
研
究
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
平
成
二
十
八
年
度
に
は

十
九
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共

同
研
究
が
進
め
ら
れ
た
中
で
、

十
六
件
の
研
究
成
果
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
鈴
置
保
雄
所
長
が

「
情
報
を
共
有
し
、
活
発
な
議

論
を
通
じ
て
共
同
研
究
を
発
展

さ
せ
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
た

い
」
と
挨
拶
し
、
建
築
学
科
の

瀬
古
繁
喜
教
授
に
よ
る
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
躯
体
の
施
工
の
信
頼

性
向
上
技
術
の
研
究
」
か
ら
報

告
が
始
ま
り
ま
し
た
。
順
番
に

発
表
さ
れ
た
内
容
は
、
有
機
デ

バ
イ
ス
製
造
プ
ロ
セ
ス
に
お
け

る
微
小
金
属
汚
染
の
影
響
に
関

す
る
研
究
、
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン

ト
・
広
告
・
教
育
分
野
に
お
け

る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
デ
ジ
タ

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
実
用
化
に
関

す
る
研
究
、
Ａ
ｌ
／
Ｎ
i
多
層

膜
の
自
己
伝
播
発
熱
反
応
接
合

の
研
究
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

具
体
的
な
研
究
の
手
法
や
今
後

の
見
通
し
な
ど
に
つ
い
て
活
発

に
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

企
業
と
共
同
で
研
究
に
取
り

組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
共
同
研
究

は
本
学
独
自
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ

ァ
ン
ド
で
、
公
募
の
う
え
採
択

し
た
研
究
を
総
合
技
術
研
究
所

が
支
援
し
ま
す
。
企
業
か
ら
提

供
さ
れ
た
研
究
経
費
と
同
額
、

ま
た
は
全
額
を
本
学
が
助
成

し
、
毎
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

成
果
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

『
高
大
連
携
』
に
四
六
八
人

回
り
ま
し
た
。
経
営
学
部
の
女

子
学
生
は
内
定
率

100
％
に
達
し

ま
し
た
。

　

実
就
職
率
は
、
就
職
率
＝
就

職
者
÷
（
卒
業
者
－
進
学
者
）

と
計
算
す
る
た
め
、
就
職
者
を

就
職
希
望
者
で
除
し
た
内
定
率

に
比
べ
、
数
値
が
低
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
が
、
大
学
本
来

の
就
職
力
を
表
す
数
字
と
し
て

メ
デ
ィ
ア
で
使
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
に
続
く
高
い
就
職
率
に

つ
い
て
、同
セ
ン
タ
ー
で
は「
教

職
員
一
丸
と
な
っ
た
き
め
細
か

い
支
援
に
よ
り
昨
年
よ
り
高
い

就
職
率
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
全
国
一
位
を
目
指
し
、

さ
ら
に
き
め
細
か
い
支
援
を
実

現
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

※
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
の
デ
ー

タ
は
大
学
通
信
調
べ

　

今
春
の
本
学
卒
業
生
の
就
職

状
況
は
、
全
国
四
位
と
引
き
続

き
好
成
績
を
維
持
し
ま
し
た
。

サ
ン
デ
ー
毎
日
八
月
六
日
号
に

掲
載
さ
れ
た
全
国
二
四
〇
大
学

の
実
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ

る
と
、
卒
業
者
数
一
〇
〇
〇
人

以
上
の
大
学
の
中
で
本
学
は
実

就
職
率
97
・
１
％
（
昨
年
96
・

４
％
＝
以
下
同
じ
）
で
全
国
四

位
、
私
大
で
は
三
位
、
東
海
地

区
で
は
二
位
で
し
た
。

　

一
方
、
本
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
が
五
月
八
日
付
で
ま
と
め

た
内
定
状
況
調
査
（
確
定
版
）

に
よ
る
と
、
内
定
率
は
三
学
部

合
計
で
98
・
８
％
（
98
・
０
％
）

で
、
学
部
別
で
は
工
学
部
99
・

３
％
（
98
・
７
％
）、
経
営
学

部
97
・
０
％
（
95
・
８
％
）
情

報
科
学
部
98
・
１
％
（
97
・
１

％
）
と
、
い
ず
れ
も
昨
年
を
上

「
就
職
に
強
い
大
学
」
今
年
も

多岐にわたった共同研究成果の報告
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夏
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
最
多
の
五
四
七
三
人

　

七
月
二
十
二
、二
十
三
日
の

両
日
、
大
学
の
夏
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
が
八
草
・
自
由
ヶ

丘
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
二
日
間
の
来
場
者

は
過
去
最
多
の
五
四
七
三
人
に

上
り
、
そ
れ
ま
で
の
過
去
最
多

だ
っ
た
昨
夏
の
三
七
九
七
人
を

も
大
幅
に
上
回
っ
て
高
校
生
ら

の
関
心
の
高
さ
を
示
し
ま
し

た
。両

キ
ャ
ン
パ
ス
を
合
わ
せ
て

各
専
攻
の
学
生
た
ち
に
よ
る

七
十
以
上
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
訪
れ
た
高
校

生
や
保
護
者
が
日
ご
ろ
の
研
究

成
果
に
触
れ
ま
し
た
。
学
生
た

ち
の
熱
意
が
伝
わ
る
対
応
が
好

評
を
博
し
、
立
ち
会
っ
た
指
導

教
員
は
「
理
解
し
て
も
ら
お
う

と
す
る
工
夫
が
、
学
生
に
と
っ

て
も
勉
強
に
な
る
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
増
加

傾
向
に
あ
る　
〝
理
工
系
ガ
ー

ル
〟
の
た
め
、
今
年
も
専
用
ブ

ー
ス
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
在
学
生
に
よ
る
各
専

攻
相
談
や
、
入
試
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
入
試
相
談
な
ど
の
コ
ー
ナ

ー
も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
自

由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
恒
例

の「
自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
」

が
同
時
開
催
さ
れ
、
学
生
の
バ

ン
ド
演
奏
な
ど
が
近
隣
の
住
民

を
迎
え
て
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

人気を集めた理工系
ガール専用ブース機械学科のデモで打ち上げられるロケット

　

高
校
生
が
大
学
で
の
勉
強
を

体
験
し
、
進
路
選
択
の
一
助
に

す
る
「
愛
知
工
業
大
学　

高
大

連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
入
門
講
座
）」
が
大

学
の
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
と
自

由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
七
月

二
十
九
、三
十
日
に
開
か
れ
ま

し
た
。
連
携
協
定
を
結
ぶ
春
日

井
西
、
岡
崎
東
、
南
陽
高
校
な

ど
十
九
校
と
名
電
高
校
か
ら
、

合
わ
せ
て
四
百
六
十
八
人
の
高

校
生
が
特
別
講
義
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
講
義
は
愛
工
大
に
入

学
し
た
場
合
、
一
定
の
条
件
を

ク
リ
ア
す
れ
ば
単
位
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
す
。

　

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
両

日
と
も
午
前
は
全
学
年
共
通
講

座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
二
十
九

日
は
工
学
部
電
気
学
科
の
雪
田

和
人
教
授
が
「
２
０
３
０
年
に

お
け
る
電
力
シ
ス
テ
ム
（
電
力

の
生
産
、
輸
送
、
配
分
、
消
費
）

を
考
え
て
み
よ
う
！
」と
題
し
、

受
講
す
る
高
校
生
た
ち
が
三
十

歳
に
な
る
こ
ろ
に
電
力
の
生
産

か
ら
消
費
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
か

を
と
も
に
考
え
ま
し
た
。
三
十

日
は
工
学
部
建
築
学
科
の
武
田

美
恵
准
教
授
が
「
生
活
を
楽
し

く
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
は
」
と
題

し
、
心
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
る
デ

ザ
イ
ン
発
想
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
講
義
を

聴
く
生
徒
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

『
高
大
連
携
』
に
四
六
八
人

 　

午
後
の
選
択
講
座
で
は
「
黄

金
比
と
ヒ
ト
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
変
化
」「
中
国
語
の
中
の
日

本
語
」「
情
報
技
術
で
読
み
解

く
名
古
屋
地
下
街
物
語
」「
３

次
元
プ
リ
ン
タ
ー
を
用
い
た

『
お
も
し
ろ
も
の
づ
く
り
』」
な

ど
の
多
彩
な
講
義
を
受
講
し
ま

し
た
。

自
由
ヶ
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

「
コ
ン
ビ
ニ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
経

営
の
『
も
っ
た
い
な
い
』
を
考

え
る
」「
自
分
た
ち
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
つ
く
り
出
す
た
め
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
二
講
座
が
開

か
れ
ま
し
た
。　

階
層
別
に
事
務
職
員
研
修

　

学
園
の
平
成
二
十
九
年
度
事

務
職
員
研
修
が
六
～
八
月
に
か

け
、
三
階
層
別
（
管
理
職
・
中

堅
職
員
・
事
務
主
任
以
下
）
に

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
本
部
棟
で
開

か
れ
ま
し
た
。
職
員
の
能
力
・

資
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
Ｓ

Ｄ
研
修
が
二
十
九
年
度
か
ら
義

務
化
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
特
に

事
務
職
員
の
論
理
的
思
考
力
養

成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

六
月
二
十
六
日
に
開
か
れ
た

管
理
職
対
象
の
研
修
で
は
、
研

修
会
社
「
プ
レ
セ
ナ
・
ス
ト
ラ

テ
ジ
ッ
ク
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」

（
東
京
）
の
富
沢
裕
司
氏
が
講

師
を
務
め
ま
し
た
。
参
加
し
た

三
十
二
人
は
六
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

富
沢
氏
は
「
細
か
な
情
報
で

は
な
く
考
え
方
が
重
要
」
と
し

て
、
報
告
書
や
意
見
・
提
言
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め

る
「
論
理
の
構
造
化
」
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
参
加
者
は

教
材
と
し
て
出
さ
れ
た
悪
い
例 

の
文
章
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
問
題
解
決
の

ポ
イ
ン
ト
を
洗
い
出
し
、
①
情

報
を
要
約
す
る
②
縦
の
論
理
を

繋
ぐ
③
横
の
論
理
を
網
羅
す
る

―
の
留
意
す
べ
き
三
つ
の
点
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

特別講義で高校生に語りかける雪田和人教授
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高
校
吹
奏
楽
部
が
四
十
回
目
の
全
国
大
会
出
場
へ

木
造
ら
も
国
際
大
会
で
活
躍

高
校
卓
球
部
の
選
手
も
、
六

～
七
月
に
ア
ジ
ア
各
地
で
開
か

れ
た
国
際
大
会
で
見
事
な
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　

三
年
生
の
木
造
勇
人
選
手

は
、
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｆ
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア

ー
プ
ラ
チ
ナ
・
中
国
オ
ー
プ
ン

の
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
張
本
智
和

選
手
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
エ
リ
ー
ト
ア
カ

デ
ミ
ー
）
と
ペ
ア
を
組
ん
で
準

優
勝
し
ま
し
た
。
準
決
勝
で

は
、
今
年
の
世
界
選
手
権
で
金

メ
ダ
ル
の
ペ
ア
と
な
っ
た
中
国

の
樊
振
東
選
手
（
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
二
位
）
／
許
昕
選
手
（
同

三
位
）
を
破
る
大
金
星
を
挙
げ

ま
し
た
。

木
造
選
手
は
、
同
大
会
の

二
十
一
歳
以
下
の
部
で
は
優
勝

を
勝
ち
取
っ
た
ほ
か
、
韓
国
で

開
か
れ
た
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
権
の
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

三
年
生
の
髙
見
真
己
選
手

も
、
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｆ
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア

ー
プ
ラ
チ
ナ
・
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー

プ
ン
の
二
十
一
歳
以
下
の
部
で

三
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 木造選手 （ＩＴＴＦ提供）

松
山
選
手
の
国
際
大
会
優
勝
に
対
し
学
園
表
彰

　

大
学
男
子
卓
球
部
の
松
山
祐

季
選
手
（
経
営
学
科
一
年
）
が

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｆ
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ス

ロ
ベ
ニ
ア
オ
ー
プ
ン
（
四
月

二
十
六
～
三
十
日
）
の
二
十
一

歳
以
下
の
部
で
優
勝
し
た
こ
と

に
対
す
る
学
園
表
彰
が
、
七
月

十
一
日
に
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
本

部
棟
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
山
選
手
は
、
一
回
戦
で
対

戦
し
た
第
一
シ
ー
ド
の
ゲ
ラ
シ

メ
ン
コ
選
手（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）

を
３
―
１
で
下
し
、
順
当
に
決

勝
に
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
決
勝

戦
は
、イ
ス
マ
イ
ロ
フ
選
手（
ロ

シ
ア
）
に
二
ゲ
ー
ム
を
先
制
さ

れ
て
か
ら
二
ゲ
ー
ム
を
取
り
返

す
接
戦
に
。
最
終
ゲ
ー
ム
で
は

相
手
に
二
度
の
マ
ッ
チ
ポ
イ
ン

ト
を
許
し
な
が
ら
も
逆
転
し
、

ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
二
十
一
歳
以

下
の
部
で
初
と
な
る
優
勝
を
獲

得
し
ま
し
た
。

学
園
表
彰
で
は
、
後
藤
泰
之

理
事
長
が
鬼
頭
明
監
督
、
大
元

司
顧
問
と
松
山
選
手
に
表
彰
状

な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。
ク
ラ

ブ
活
動
後
援
会
か
ら
も
お
祝
い

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

後
藤
理
事
長
か
ら
「
海
外
で

一
つ
ず
つ
実
績
を
上
げ
、
ぜ
ひ

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し

て
ほ
し
い
」
と
激
励
さ
れ
た
松

山
選
手
は
「
大
学
生
に
な
っ
て

自
分
で
メ
ン
タ
ル
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ぶ

れ
な
い
心
で
接
戦
を
制
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

大
会
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し

た
。

イ
ン
カ
レ
卓
球　

男
子
は
三
位

　

第
八
十
七
回
全
日
本
大
学
総

合
卓
球
選
手
権
大
会
（
団
体
の

部
）
は
七
月
六
～
九
日
、
北
海

道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
大
学
男
子
卓
球
部
は
三

位
入
賞
、
大
学
女
子
卓
球
部
は

六
位
入
賞
の
成
績
で
し
た
。
男

子
は
二
年
ぶ
り
七
回
目
の
優
勝

を
逃
し
ま
し
た
。
女
子
は
四
年

連
続
ベ
ス
ト
８
と
な
り
ま
し

た
。
男
子
は
準
決
勝
で
専
修
大

学
と
対
戦
し
、
吉
村
和
弘
選
手

（
経
営
学
科
三
年
）
が
勝
利
し

ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
力
及
ば

ず
１
―
３
で
敗
退
し
ま
し
た
。

表彰された松山選手 （右から二人目） ら

今
夏
の
全
国
大
会
も
そ
ろ
っ
て
活
躍　

中
高
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

　

愛
工
大
名
電
高
校
と
愛
工
大

附
属
中
学
校
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
が
、
今
夏
の
全
国
大
会
で
も

そ
ろ
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

八
月
一
～
四
日
に
宮
城
県
気

仙
沼
市
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校

総
体
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
で

は
、
男
子
個
人
サ
ー
ブ
ル
に
出

場
し
た
尾
矢
陽
太
選
手（
二
年
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。
名
電
高
校

と
し
て
、
同
種
目
で
昨
年
に
続

き
二
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

尾
矢
選
手
は
、
準
決
勝
で
尾

矢
選
手
と
と
も
に
十
七
歳
以
下

の
日
本
代
表
に
選
ば
れ
て
い
る

森
多
諒
選
手
（
柳
井
学
園
高
）

と
対
戦
。
強
み
で
あ
る
「
自
由

な
ア
イ
デ
ア
」
を
出
し
続
け
る

こ
と
で
相
手
の
戦
術
を
上
回

り
、
15
―
13
で
決
勝
へ
コ
マ
を

進
め
ま
し
た
。
決
勝
は
昨
年
同

種
目
で
三
位
に
入
っ
て
い
る
上

野
優
斗
選
手
（
別
府
翔
青
高
）

と
対
戦
、
最
後
ま
で
集
中
力
を

切
ら
さ
ず
15
―
5
と
圧
倒
し
、

優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
二
～
二
十
四
日
に

東
京
の
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公

園
で
行
わ
れ
た
第
三
回
全
国
中

学
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大

会
で
は
、
男
子
団
体
で
愛
工
大

附
属
中
が
昨
年
に
続
い
て
優
勝

し
ま
し
た
。

試
合
に
入
る
と
、
個
人
戦
で

フ
ル
ー
レ
、
サ
ー
ブ
ル
と
も
に

三
位
入
賞
を
果
た
し
た
太
田
拓

輝
選
手
（
三
年
）
を
中
心
に
チ

ー
ム
が
一
丸
と
な
り
ま
し
た
。

決
勝
で
、
は
し
ま
モ
ア
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
岐
阜
県
）
と

の
東
海
対
決
を
制
し
、
二
連
覇

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
今
夏
の
全
国
高
校

総
体
で
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

が
三
十
一
年
ぶ
り
に
三
位
入

賞
、相
撲
部
が
団
体
ベ
ス
ト
８
、

水
泳
競
技
部
の
若
林
佑
希
子
選

手
（
二
年
）
が
飛
板
飛
込
で
三

位
入
賞
と
活
躍
し
ま
し
た
。

尾矢陽太選手

団体二連覇の附属中チーム
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高
校
吹
奏
楽
部
が
四
十
回
目
の
全
国
大
会
出
場
へ

部
構
成
で
、
百
八
十
人
の
部
員

が
織
り
な
す
華
や
か
な
演
奏
が

会
場
の
吹
奏
楽
フ
ァ
ン
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　

単
独
公
演
と
し
て
は
初
と
な

る
瀬
戸
市
の
会
場
で
は
、
顧
問

の
伊
藤
宏
樹
教
諭
が
「
こ
の
素

晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
で
演
奏
し
た

い
と
い
う
夢
が
か
な
い
ま
し

た
」
と
挨
拶
。
伊
藤
教
諭
の
指

揮
に
よ
り
、
第
一
部
と
第
二
部

で
は
「
マ
ー
チ
・
シ
ャ
イ
ニ
ン

グ
・
ロ
ー
ド
」
な
ど
二
〇
一
七

年
度
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
課
題
曲
の
三
曲
や
「
富
士
山

　

八
月
二
十
七
日
に
長
野
市
で

開
か
れ
た
東
海
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
高
校
吹
奏
楽
部
が
金

賞
を
獲
得
し
、
十
月
二
十
二
日

に
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開
か

れ
る
全
国
大
会
に
四
十
回
目
と

な
る
出
場
（
高
校
部
門
全
国
最

多
）
を
決
め
ま
し
た
。

　

一
方
、
同
部
の
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
は
七
月
十
四
日
に
瀬
戸

市
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
、
同
十
九
日
に
名
古
屋
国
際

会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル

で
、そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。

両
会
場
と
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
三

～
北
斎
の
版
画
に
触
発
さ
れ

て
～
」（
真
島
俊
夫
作
曲
）「
宇

宙
の
音
楽
」（
Ｐ
・
ス
パ
ー

ク
作
曲
）
を
演
奏
し
、
楽
曲

の
世
界
観
を
情
感
豊
か
に
表

現
し
ま
し
た
。

　

第
三
部
は
、
夏
休
み
を

テ
ー
マ
に
し
た
愉
快
な
演
出

が
次
々
と
登
場
す
る
「
サ
ザ

エ
さ
ん　

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト
」

な
ど
、
凝
っ
た
内
容
。
豪
雨

災
害
に
襲
わ
れ
た
九
州
北
部

に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
「
花
は

咲
く
」
の
演
奏
で
は
、
客
席

を
埋
め
た
吹
奏
楽
フ
ァ
ン
も

配
ら
れ
た
歌
詞
カ
ー
ド
に
目

を
落
と
し
、
熱
心
に
歌
声
を

重
ね
ま
し
た
。

演出にも工夫を凝らしたサマーコンサート

　
「
名
電
出
身
の
親
方
・
力
士

を
励
ま
す
会
」
が
七
月
十
六
日

夜
、
若
松
親
方
（
元
朝
乃
若
）、

山
分
親
方
（
元
武
雄
山
）
と
三

段
目
力
士
と
し
て
名
古
屋
場
所

に
臨
ん
だ
駒
木
龍
（
木
瀬
部

屋
）、
大
司
（
入
間
川
部
屋
）

を
迎
え
、
名
古
屋
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
の
名
古
屋
場
所
中
日
に

名
電
出
身
の
親
方
・
力
士
と

学校祭に「くまモン」来場
　

中
高
一
貫
コ
ー
ス
学
校
祭
初

日
の
六
月
九
日
、
集
会
の
会
場

に
な
っ
た
若
水
キ
ャ
ン
パ
ス
淳

和
記
念
館
で
、
生
徒
た
ち
が
熊

本
か
ら
や
っ
て
き
た
く
ま
モ
ン

と
交
流
し
ま
し
た
。

　

く
ま
モ
ン
は
、
生
徒
有
志
が

取
り
組
ん
で
い
る
「
熊
本
復
興

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
返

礼
を
兼
ね
た
〝
飛
び
入
り
参

加
〟。
集
会
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
む
六
年
生
の
尾
崎

陸
斗
君
ら
が
活
動
報
告
を
し
て

い
る
最
中
、
会
場
後
方
か
ら
サ

プ
ラ
イ
ズ
登
場
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
大
歓
声
に
迎
え

ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た

く
ま
モ
ン
は
、
熊
本
の
名
物
や

お
す
す
め
観
光
地
な
ど
を
Ｐ
Ｒ

し
た
の
に
続
き
、「
く
ま
モ
ン

体
操
」
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け

る
と
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
が

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
ス

テ
ー
ジ
で
一
緒
に
飛
び
跳
ね
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
生
徒
た
ち
全
員
で

く
ま
モ
ン
を
囲
ん
で
記
念
撮
影

し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

愛
知
工
業
大
学
名
電
高
校
元

教
諭
の
綿
勇
夫
先
生
が
八
月

二
十
七
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
九
十
一
歳
で
し
た
。
綿
先

生
は
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
に

本
校
教
諭
と
な
り
、
平
成
五
年

三
月
に
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
七
年
三
月
ま
で

非
常
勤
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

高
校
元
教
諭
の
綿
先
生
が
逝
去

トークショーに参加した駒木龍 （中） と大司

開
く
「
励
ま
す
会
」
の
呼
び
掛

け
人
で
あ
り
、
昨
年
十
月
一
日

に
急
逝
し
た
相
撲
部
前
監
督
の

澤
田
勉
先
生
に
全
員
で
黙
と
う

を
捧
げ
、
励
ま
す
会
は
始
ま
り

ま
し
た
。
若
松
、
山
分
両
親
方

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

す
る
高
校
相
撲
部
の
後
輩
た
ち

に
激
励
賞
が
贈
ら
れ
た
後
、
親

方
、
力
士
た
ち
が
近
況
を
報
告

し
ま
し
た
。
と
も
に
二
勝
二
敗

の
成
績
で
名
古
屋
場
所
を
折
り

返
し
た
駒
木
龍
と
大
司
は
「
澤

田
先
生
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た

こ
と
を
今
後
も
続
け
て
い
け
る

よ
う
に
精
進
し
ま
す
」
な
ど
と

誓
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
相
撲
部
屋
の
力
士

の
生
活
な
ど
を
テ
ー
マ
に
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

日
ご
ろ
相
撲
協
会
の
仕
事
と
弟

子
の
指
導
に
追
わ
れ
る
親
方
た

ち
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
笑
み
を

浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。
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【平成28年度決算の概要】 
 

学校法人名古屋電気学園の平成２８年度決算の概要は、以下の通りです。 
 
資金収支計算書（会計年度に行った諸活動に対応する全ての収入

と支出の内容と当該年度に係る支払資金の収入と支出のてん末

を明らかにしたもの） 
「収入・支出の部合計」は２４１億４千万円となり、「施設関

係支出」には、大学セントラルテラスの建設費用等が含まれてい

ます。 
事業活動収支計算書（経常的な収支と臨時的な収支を区分し、経

常的な収支は、更に教育活動収支と教育活動外収支に区分するこ

とによって、それぞれの収支状況を明らかにしたもの） 
「教育活動収支差額」と「教育活動外収支差額」を合算した「経

常収支差額」は、△２億８千万円となり、これと「特別収支差額」

の９千７百万円を合計した「基本金組入前当年度収支差額」は、

△１億８千万円となりました。 
「基本金組入額」１０億２千万円を組入れた後の「当年度収支

差額」は△１２億１千万円となり、これに「前年度繰越収支差額」

と「基本金取崩額」を合算した「翌年度繰収支差額」は△９６億

５千万円となりました。 
貸借対照表（年度末における資産、負債、純資産の財政状態を表

すもの） 
「資産の部合計」は６３３億 千万円、「負債の部合計」は、

６２億３千万円、基本金に繰越収支差額を合算した「純資産の部

合計」は５７１億 千万円となりました。

詳しくは、名古屋電気学園ホームページの「事業報告・財務状

況【名古屋電気学園‐学園データ】」をご覧ください。 
 
 

資金収支計算書

（平成 年 月 日から平成 年 月 日まで）

（単位：千円）
収 入 の 部

科 目 決 算

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入

手 数 料 収 入

寄 付 金 収 入

補 助 金 収 入

資 産 売 却 収 入

付 随 事 業 ・ 収 益 事 業 収 入

受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入

雑 収 入

借 入 金 等 収 入

前 受 金 収 入

そ の 他 の 収 入

資 金 収 入 調 整 勘 定 △

前 年 度 繰 越 支 払 資 金

収 入 の 部 合 計

支 出 の 部

科 目 決 算

人 件 費 支 出

教 育 研 究 経 費 支 出

管 理 費 支 出

借 入 金 等 利 息 支 出

借 入 金 等 返 済 支 出

施 設 関 係 支 出

設 備 関 係 支 出

資 産 運 用 支 出

そ の 他 の 支 出

資 金 支 出 調 整 勘 定 △

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金

支 出 の 部 合 計

事業活動収支計算書

（平成 年 月 日から平成 年 月 日まで）

（単位：千円）

教
育
活
動
収
支

科 目 決 算

事
業
活
動
収
入
の
部

学 生 生 徒 等 納 付 金

手 数 料

寄 付 金

経 常 費 等 補 助 金

付 随 事 業 収 入

雑 収 入

教 育 活 動 収 入 計

事

業

活

動

支

出

の

部

人 件 費

教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

徴 収 不 能 等

教 育 活 動 支 出 計

教 育 活 動 収 支 差 額 △

教
育
活
動
外
収
支

科 目 決 算

事
業
活
動

収
入
の
部

受 取 利 息 ・ 配 当 金

その他の教育活動外収入

教 育 活 動 外 収 入 計

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息

その他の教育活動外支出

教 育 活 動 外 支 出 計

教 育 活 動 外 収 支 差 額

経 常 収 支 差 額 △

特
別
収
支

科 目 決 算

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額

そ の 他 の 特 別 収 入

特 別 収 入 計

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額

そ の 他 の 特 別 支 出

特 別 支 出 計

特 別 収 支 差 額

基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 △

基 本 金 組 入 額 合 計 △

当 年 度 収 支 差 額 △

前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △

基 本 金 取 崩 額

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △

（参考）

事 業 活 動 収 入 計

事 業 活 動 支 出 計

貸借対照表

（平成 年 月 日）

（単位：千円）
資 産 の 部

科 目 決 算

固 定 資 産

流 動 資 産

資 産 の 部 合 計

負 債 の 部

科 目 決 算

固 定 負 債

流 動 負 債

負 債 の 部 合 計

純 資 産 の 部

科 目 決 算

基 本 金

繰 越 収 支 差 額 △

純 資 産 の 部 合 計

負債及び純資産の部合計

 


